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�交通事業者・関係団体等ヒアリング調査
公共交通に対する考えなど事業者・関係団体等

雷電線は運行を維持するためにギリギリまで本数を減らしているが、雷電線沿線の
交通手段は雷電線のみであるため、この路線はしっかりと守っていきたい。
行政としてはいろいろ問題があるかもしれないが、新たな路線としては町内に限ら
ず商業施設など住民のニーズが高い施設を結ぶ路線も考えられる。

バス会社

身近な交通手段として、かなりの近距離でも利用する方が多い。
小回りが利く移動手段としてハイヤー・タクシーは便利であると考えている。
大きなバスではなく、小さい車両で頻度を多くこまめに対応していくのが重要。

ハイヤー・タクシー
会社

高齢者の外出目的は、買い物と通院が多い。
ジャンボタクシーや小型バスを利用した町内を循環するバスがあればいい。
タクシー助成があればいい。

社会福祉協議会など

�路線バスの乗降者数等調査
乗降者数路　　線

岩内ターミナル行き
（夏６８人／冬８６人）

倶知安行き（夏５８人／冬７８人）小沢線（１日９往復）

岩内ターミナル行き
（夏９４人／冬８５人）

神恵内行き（夏１０８人／冬７６人）神恵内線（１日１２往復）

岩内ターミナル行き
（夏２１６人／冬１８２人）

札幌行き（夏２３２人／冬２３７人）高速いわない号（１日１６往復）

上記の調査は、電源立地地域対策交付金を活用して実施しています。

報告書の一部を紹介します

�住民アンケート
アンケート結果

アンケート内容
第３位第２位第１位

８０～８４歳（２５％）７０歳～７４歳（２５％）７５歳～７９歳（２８％）何歳まで自分で車を運転したいか

家族の送迎（１７％）バス（２７％）
ハイヤー・タクシー

（４０％）
運転できなくなった時の町内の
移動手段

月１回程度（１０％）年数回程度（２７％）使わない（４０％）路線バスの利用頻度

趣味活動等（１３％）買い物（１８％）通院・治療等（４１％）路線バスの利用目的

月２～３回程度（１５％）使わない（２４％）年数回程度（３３％）ハイヤー・タクシーの利用頻度

買い物（１２％）通院・治療等（２９％）飲食（３４％）ハイヤー・タクシーの利用目的

�その他の意見として・・・
・バスの本数が少なく、乗りたい時間に運行していないことがある。
・買い物、通院などに便利な町内を巡回するバスがあればいい。
・倶知安のような町が運営するミニバスがあると人の循環の活性化が図れるのでは。
・停留所がもっとたくさんあるとバスも利用しやすい。

※夏季・冬季の各１日の乗降者数。（夏季調査：平成２６年１０月２日（木）、冬季調査：平成２７年１月２２日（木））


